
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

  １ 本計画の目的と背景 

２ 本計画の位置づけ 

西之表市では、平成 17 年 2 月に策定した「西之表市環境

基本計画」に基づき、本市における環境の保全と創造等に係

る施策を推進してきたところですが、同計画は西之表市長期

振興計画の下位計画にあたることから、第 6 次西之表市長期

振興計画の策定に合わせて西之表市環境基本計画を改定す

ることとしました。 

西之表市環境基本計画の改定は、長期振興計画に示される

市の将来像を実現するため、環境分野に関する目標の達成を

目的とし行うものです。 

 

 本計画は、『西之表市環境基本条例』に基づき策

定するものです。また、『西之表市長期振興計画』

に示された環境分野に関する施策等を実行、達成す

るための具体的な計画となります。 

計画の実施にあたっては、環境に関する各種計画

の施策と連携します。 

３ 本計画の適用範囲と実施期間 

 対象地域  

本計画の対象とする地域は西之表市全域です。 

 対象者  

主体となるのは、西之表市民（市民）、事業者、西之表市（行政）

です。それ以外にも市外から本市への通勤・通学や観光客等、市内

全ての人を対象とします。 

 実施期間  

実施期間は、平成 30 年度（2018 年度）から 2027 年度の 10 年間としますが、本市を

とりまく社会環境や自然環境の変化により計画の見直しが必要になった場合、適宜見直しを

行い、その時々の現状を適正に反映させます。 
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 基本理念                        

  

４ 目指すべき環境像 

 

 

 

【西之表市の目指す環境像】 
 

～豊かな環境（島の宝）をはぐくみ、 
つなげるまち にしのおもて～ 

 

西之表市は、海から山までつながる多様な環境を有する豊かな自然に恵まれたまちです。また、

歴史ある文化も、生活環境に息づいています。 

これらの環境は、先人から受け継ぎ次世代の子ども達に引き継ぐべき貴重な財産です。また、

昨今、身の回りの環境ばかりでなく、地球環境にも目を向けなければいけません。特に地球温暖

化対策は喫緊の課題であり、環境負荷の少ない持続可能な社会を構築しなければなりません。 

本市内の環境から地球環境までを包括し、次世代を見据えた環境を構築することを目的とし

て、次のような環境像を策定します。 
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５ 環境像の実現に向けた施策の体系 

基本方針１ 

豊かな自然を未来に（自然共生型社会の創造） 

Ⅰ 見つめ直そう西之表市の自然                  
基本目標１ 豊かな自然をまもる                
地域における多様な生態系の健全性を維持・回復するとともに、市民が自然に学び、自

然を体験し、自然の恵みを感じられるよう、市内全域を山地自然地域、里地自然地域、平

地自然地域及び沿岸自然地域に区分し、地域の特性に応じた施策を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
基本目標２ 生物多様性の保全                 
本市は、温暖な気候と地理的な特性を背景に豊かな自然に恵まれ、多種多様な野生生物

が数多く生息・生育しています。生物の多様性を正しく理解するとともに、未来へ残すべ

き貴重な財産として次の世代に繋げていきます。 
 

 

 

 

西之表市の取組 

◎ 山地自然地域（西之表市南部の中割地域等）を保全します。 

◎ 里地自然地域（西之表市中央部の古田地域等）を保全します。 

◎ 平地自然地域を保全します。 

◎ 沿岸自然地域を保全します。 

市民の取組 

◎ 各地域で自然に親しみ、適切に維持・管理されるよう保護に努めます。 

◎ 各地域で行われる清掃活動や、自然環境の保全・保護活動に参加します。 

◎ 有害鳥獣の捕獲・駆除に協力します。 

事業者の取組 

◎ 各地域で行われる清掃活動や、自然環境の保全・保護活動に参加します。 

◎ 有害鳥獣の捕獲・駆除に協力します。 

◎ 環境保全型農業を推進します。 

西之表市の取組 

◎ 自然を理解し、ふれあえる環境を確保します。 

◎ 水辺環境を学び保全します。 

市民の取組 

◎ 種子島の生態系を学びます。 

◎ 希少な動物・植物は採取しません。 

◎ 特定外来生物及びその防除に係る正しい知識を身につけます。 

 事業者の取組 

◎ ふるさとまなび～隊事業（自然体験型の活動）を支援します。 

◎ 自然環境を保全する活動を実施し、企業の社会的責任（ＣＳＲ）を果たします。 

◎ 事業活動で島内に外来種を持ち込むことのないよう、細心の注意を払います。 

◎ 事業実施に際しては、生物多様性に配慮します。 

ヘゴ自生群落にて 
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  基本方針２ 

限りある資源を大切に（循環型社会の推進） 

Ⅰ ３Ｒ・適正処理の推進 
基本目標１ ３Ｒの更なる推進                  
近年、国をあげてのリユース（再使用）の取組が推進されており、それに伴いライフスタ

イルの見直しが求められています。本市でも、更なる循環型社会の構築に向け、引き続き３

Ｒの推進に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

西之表市の取組 

◎ ３Ｒを推進し、循環型社会を構築します。 

◎ ごみは適切に分別します。 

◎ 本市のリサイクルシステムを適切に利活用します。 

市民の取組 

◎ 環境への負荷の少ない製品やサービスの選択、節電等による省エネルギーに努
めます。 

◎ グリーン購入やリサイクル製品の使用に努めます。 

◎ 生活排水対策、ごみの減量・リサイクルのための分別収集への協力等を行います。 

◎ 地域のリサイクル活動、緑化活動や環境美化活動等へ参加し、地域の環境保全
に貢献します。 

◎ 廃棄物のリサイクル関連法を正しく理解し、実践します。 

◎ 修理できる物は修理して使う等、長く使うことを心がけます。 

◎ フリーマーケット等を活用し、不要品のリユースを進めます。 

◎ 生ごみの減量化のために水切りを徹底します。 

◎ 生ごみの減量化のためにコンポスト・電動生ごみ処理機を活用します。 

◎ 食品ロス削減のための 30・10 運動に協力します。 

◎ 賞味期限と消費期限の違いを理解し、賞味期限を過ぎた食品は安易に廃棄しま
せん。 

◎ マイバッグ運動に協力します。 

事業者の取組 

◎ 廃棄物がリサイクル・資源化しやすい事業形態を心がけます。 

◎ 廃棄物のリサイクル関連法を正しく理解し、実践します。 

◎ リサイクル製品の製造・販売に努めます。 

◎ フリーマーケットに協力します。 

◎ 生ごみの減量化のために電動生ごみ処理機を活用します。 

◎ 食品ロス削減のための 30・10 運動をお客さんに勧めます。 

◎ 食品ロス削減のための取組である九州食べきり協力店に登録します。 

◎ マイバッグ運動に協力します。 

種子島清掃センター 
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基本目標２ 適正処理を進める                  
不法投棄や不適正な野外焼却行為を防止するため、監視体制の充実、強化を図るとともに、

啓発や指導、取締りの強化を図ります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜廃食油をリサイクルしよう！＞ 

種子島では、飲食店や事業所で使われた廃食油の約 9 割が NPO 法人こすもにより回収され、

その後バイオディーゼル燃料の原料として利用されています。 

西之表市では、一般家庭用から排出される廃食油についても、回収を推進しています。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

西之表市の取組 

◎ ごみの適正処理を推進します。 

◎ 不法投棄やごみの散乱等の迷惑行為を防止します。 

市民の取組 

◎ ごみは決められたルールに従い適正に処理します。 

◎ 廃食油の回収に協力します。 

◎ 農業用廃プラスチック類は適正な処理ルートを活用します。 

◎ 違法なごみの野外焼却は行いません。 

◎ 不法投棄をみつけたら、市等の関係機関に速やかに報告します。 

事業者の取組 

◎ ごみは決められたルールに従い適正に処理します。 

◎ 農業用廃プラスチック類は適正な処理ルートを活用します。 
◎ 違法なごみの野外焼却は行いません。 
◎ 不法投棄のパトロールに協力します。 
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  Ⅱ 環境に配慮した事業活動の推進 
基本目標１ 環境保全活動の促進                 

地域特性を生かした新しい環境保全型産業の構築が、環境保全のみならず地域の活性化に

つながることが期待されていることから、循環型社会の形成のために、事業者それぞれの環

境保全活動を促進します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

西之表市の取組 

◎ 事業活動における環境保全対策を推進します。 

◎ 資源やエネルギーの効率的な利用に取り組みます。 

市民の取組 

◎ 廃食油の回収に協力します。 

事業者の取組 

◎ 再生資源等環境への負荷の低減に資する原材料等を利用します。 

◎ 環境への負荷の低減として汚染物質の排出削減、廃棄物の減量・リサイクル、
適正処理、エネルギー利用の効率化、開発行為等に際しての環境配慮、過剰包
装の抑制等に努めます。 

＜３R（リデュース・リユース・リサイクル）とは？＞ 

本市のごみのリサイクル率は、22.5％（平成 27 年度実績）と経年的に増加傾向を示してお

り、ごみ排出量も平成 23 年度の 6,386 トンをピークに減少傾向にあり、平成 27 年度は

5,254 トンとなる等、本市は順調に３Ｒを推進しています。 

そのような中、近年、国をあげて、リユース（再使用）の取組が推進されていますので、使

い捨て商品の使用、壊れた製品を修理せず、すぐ買い換えるライフスタイルの見直しも求めら

れています。 

本市でも、更なる循環型社会の構築に向け、引き続き３Ｒの推進に努めます。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

１番目:Reduce
発生抑制
廃棄物等の発生を
抑制

２番目: Reuse
再使用
使い終わったもので
も、繰り返して使用

最終処分

３番目：Recycle 再生利用
再使用できないものでも、資源
としてリサイクル

５番目：適正処分
処分する以外の手段がない
場合は、適正に処分

４番目：熱回収
リサイクルできずかつ燃やさざるを得
ない廃棄物を焼却する際に発電や
余熱利用を行う

処理
（リサイクル、焼却等）

天然資源の投入

消費・使用

廃棄

生産
（製造、流通等）天然資源投入量

の抑制
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  基本目標２ 環境保全型産業の構築                
産業活動については、環境影響をあまり顧みることのなかった大量生産・大量消費・大量

廃棄型の活動から、環境負荷を可能な限り低減した環境保全型産業への転換が急がれます。  

本市においては、基幹産業である農業を基盤とする環境保全型農業をはじめとした環境保

全型産業を構築していきます。 

西之表市の取組 

◎ 環境保全型農業を推進します。 

◎ 産業全般に係る環境保全への取組を推進します。 

市民の取組 

◎ 環境保全型農業を実施している農業体験に積極的に参加します。 

◎ 環境保全型農業により生産される農産物の購入に努めます。 

事業者の取組 

 ◎ 事業者は、以下の取組みに努めます。 

林業 ・持続可能な森林経営に努めます。 

・複層林施業や天然林施業等の適正な森林の整備に努めます。 

漁業 ・水産資源の維持・管理に努めます。 

・資源管理型漁業、つくり育てる漁業を推進します。 

・漁場等の保全に努めます。 

鉱業 ・採取跡地の適正管理や緑地の再生等、環境への配慮を行います。 

建設業 ・太陽光等自然エネルギーの活用、省エネルギー型建築等環境への

負荷の少ない建設に努めます。 

・環境への負荷の少ない原材料の使用、廃棄物の適正処理に努めま

す。 

製造業 ・再生紙資源等環境への負荷の少ない原材料等の利用に努めます。 

・再生段階での環境への負荷の低減に努めます。 

・廃棄物発生抑制、適正処理に努めます。 

・廃棄物の適正な処理、リサイクルの協力を行います。 

販売業 ・過剰な包装材の使用削減に努めます。 

・消費者からの再生資源の回収等によるリサイクルに努めます。 

・廃棄物の適正処理等の推進に努めます。 

再生資源業者・ 

廃棄物処理業者 

・廃棄物の排出者の協力を求めつつ、リサイクル、廃棄物の適正処理

等を推進します。 
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  基本方針３ 

地球環境をまもる（低炭素社会の構築） 

Ⅰ 地球環境の保全 
基本目標１ 地球環境をまもる                 
地球温暖化を中心とした地球環境問題について、本市においても各種対策を実施します。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
基本目標２ 環境負荷の少ないエネルギーの利用         
環境への負荷を低減するとともに、限りあるエネルギー資源の有効な活用を図るため、

事業者や家庭におけるエネルギーの適正かつ効率的な利用を推進します。 
 

西之表市の取組 

◎ 温室効果ガスの排出削減に努め、地球温暖化を防止します。 

◎ オゾン層保護のための取組を実施します。 

市民の取組 

◎ 自宅敷地内の緑化に努めます。 

◎ 近隣への移動に車を使わないよう努めます。 

◎ 自家用車の購入に際しては、低燃費・低公害型車両を検討します。 

◎ エコドライブに努めます。 

◎ フロン含有製品を廃棄する場合は、適正に処理を行います。 

事業者の取組 

◎ 敷地内の緑化に努めます。 

◎ 社用車の購入に際しては、低燃費・低公害型車両を検討します。 

◎ エコドライブに努めます。 

◎ フロン含有製品を廃棄する場合は、適正に処理を行います。 

西之表市の取組 

◎ 環境負荷の少ないエネルギー利用を推進します。 

市民の取組 

◎ 省エネに配慮した生活を心がけます。 

◎ 電気使用量を把握することで、節電を心がけます。 

事業者の取組 

◎ 社用車の購入に際しては、低燃費・低公害型車両を検討します。 

◎ エコドライブに努めます。 

◎ 電気使用量を把握することで、節電を心がけます。 

◎ 再生資源等環境への負荷の低減に資する原材料等を利用します。 

◎ 環境への負荷の低減として汚染物質の排出削減、廃棄物の減量・リサイクル、

適正処理、エネルギー利用の効率化、開発行為等に際しての環境配慮、過剰包

装の抑制等に努めます。 

こまめに節電！ 
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  基本方針４ 

安全・安心で快適なまちづくり（生活環境の保全） 

Ⅰ 水・大気・土壌環境の保全 
基本目標１ 水環境の保全                    
安全できれいな水を確保するために、水を汚さない取組を推進し、とりわけ汚濁負荷の高

い生活排水と農畜産業排水の浄化対策を推進します。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西之表市の取組 

◎ 適正な水環境の確保に努めます。 

◎ 事業所における排水対策を実施します。 

◎ 農業における水質汚濁対策を実施します（硝酸性窒素等の削減）。 

市民の取組 

◎ 単独浄化槽を設置している場合、合併浄化槽への設置替えを行います。 

◎ 浄化槽は定期的に検査を受ける等、適正な維持管理に努めます。 

事業者の取組 

◎ 水質汚濁防止法を順守し、適正な排水処理を行います。 

◎ 単独浄化槽を設置している場合、合併浄化槽への設置替えを行います。 

◎ 浄化槽は定期的に検査を受ける等、適正な維持管理に努めます。 

＜合併処理浄化槽を設置しましよう！＞ 

西之表市では、河川や海の水質汚濁防止につなげるため、住宅用合併処理浄化槽設置につい

て補助制度を創設し、設置を促しています。また、汲取り便槽及び単独処理浄化槽から合併処

理浄化槽へ設置替えする場合には上乗せ補助を実施しています。 
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基本目標２ 大気環境の保全                   
大気汚染や悪臭防止のため、常日頃から大気環境を保全していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西之表市の取組 

◎ 悪臭発生の防止、低減に努めます。 

◎ 大気汚染を防止します。 

◎ 騒音の発生を防止します。 

市民の取組 

◎ 公共交通機関（巡回バスや乗り合いタクシー）を積極的に利用します。 

◎ 自家用車の購入に際しては、低燃費・低公害型車両を検討します。 

◎ エコドライブに努めます。 

◎ 騒音を発生させない生活習慣を心がけます。 

◎ 違法なごみの野外焼却は行いません。 

事業者の取組 

◎ 悪臭を発生させない事業活動を心がけます。 

◎ 家畜排せつ物は処理施設等で適切に処理します。 

◎ ばい煙発生施設の稼働に関しては、基準を超えたばい煙が発生しないよう運転

管理を行います。 

◎ 社用車の購入に際しては、低燃費・低公害型車両を検討します。 

◎ エコドライブに努めます。 

◎ 騒音を発生させない事業活動を心がけます。 

◎ 違法なごみの野外焼却は行いません。 

 

＜エコドライブを心がけましょう！＞ 

我が国では、環境負荷の軽減に配慮した自動車の使用として、関係省庁・機関が協力し、エ

コドライブの普及・啓発を進めています。ここでは、私たちも日常的に実践できる『エコドラ

イブ 10 のすすめ』を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典）環境省ＨＰ「エコドライブ 10 のすすめ」より（http://www.env.go.jp/air/car/ecodrive/susume.html） 

『エコドライブ１０のすすめ』 
１．ふんわりアクセル「ｅスタート」 

２．車間距離にゆとりをもって、運転走行中は一定の速度で 

３．減速時は早めにアクセルを離そう 

４．エアコンの使用は適切に 

５．ムダなアイドリングはやめよう 

６．渋滞を避け、余裕をもって出発しよう 

７、タイヤの空気圧から始める点検・整備 

８．不要な荷物はおろそう 

９．走行の妨げとなる駐車はやめよう 

10．自分の燃費を把握しよう 
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  Ⅱ 快適環境（アメニティ）の創造 
基本目標１ 快適環境の創造                  
本市は、美しい海に囲まれた、緑豊かな自然あふれる快適な環境に恵まれています。 

豊かな緑や清らかな水辺、美しい町並みや歴史的な雰囲気等の快適な環境（アメニティ）

を確保しながら、人間と環境との調和を図る取組を実施します。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
基本目標２ 美しい景観の保存と創出              
豊かな緑や清らかな水辺、美しい町並みや歴史的な雰囲気等の貴重な景観資源を守ると

ともに、本市にマッチした景観環境を創出していきます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本目標３ 歴史的・文化的遺産の保全と活用          
本市には、地域ごとに大切に保全、継承されている歴史的・文化的遺産や伝承が多く残

されています。市民一人ひとりが愛着を深め、心のふるさととして保全し活用します。 

西之表市の取組 
◎ まちを清潔に、きれいに保ちます。 

◎ 緑化を推進し、樹木の保存に努めます。 

◎ 環境の多目的機能を活用し、より良い環境づくりに努めます。 
市民の取組 

◎ ハイビスカス里親制度に参加します。 

◎ 地域の清掃活動に参加します。 
◎ ごみのポイ捨てはしません。 

◎ ペットの糞は持ち帰ります。 

◎ 親水空間の維持管理活動に参加します。 
◎ 敷地内の緑化を推進します。 

◎ 緑の募金運動に協力します。 

事業者の取組 
◎ 地域の清掃活動に参加します。 

◎ 敷地内の緑化を推進します。 

◎ 緑の募金運動に協力します。 

西之表市の取組 
◎ 美しい景観を保存するとともに、新たな景観の創出に努めます。 

市民の取組 

◎ 住宅の建築にあたっては、地域の景観に配慮します。 
◎ まちの美化活動・清掃活動に協力します。 

◎ 景観向上のための活動に協力します。 

事業者の取組 
◎ 事業所の建築にあたっては、地域の景観に配慮します。 

◎ 景観向上のための活動に協力します。 

西之表市の取組 
◎ 歴史的・文化的遺産を保全し、活用します。 

市民の取組 

◎ 本市の歴史・文化に関心を持ち、関連するイベントに積極的に参加します。 
◎ 地域の伝統行事に積極的に参加します。 

◎ 身近な文化財等について、観光客等に説明できるよう知識の習得に努めます。 

事業者の取組 
◎ 開発事業の際の埋蔵文化財の発掘調査には積極的に協力します。 

市民一斉海岸清掃の様子 

11 



 

 

  基本方針５ 

環境を学び考え行動する（環境学習・教育の推進） 

Ⅰ 環境学習・教育の充実 
基本目標１ 環境学習・教育体制の整備             
本市の将来を担う子ども達には、先人から引き継いできた豊かな西之表市の自然環境を

再認識し、地球的視点で地域を考えられる人材に育つことが求められます。このためには、

地域の人材や資源を生かした学習・教育が不可欠であることから、今後も、学校や家庭、

あるいは地域が連携した環境学習・教育及び環境保全活動を推進していきます。 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

西之表市の取組 

◎ 環境を担う人材を育成し、活用を推進します。 

◎ 環境学習・教育の推進拠点の整備・活用を推進します。 

◎ 学校における環境学習・教育を推進します。 

◎ 家庭における環境学習・教育を推進します。 

市民の取組 

◎ 各種環境学習・教育活動に参加します。 

◎ 環境学習リーダー研修、ジュニアリーダー研修会に参加します。 

◎ ふるさとまなび～隊事業等の自然にふれあう事業に参加し、自身でも自然にふ
れあう機会を設けます。 

◎ 地域や学校での環境保全活動に積極的に参加します。 

◎ 環境人材バンクに登録します。 

◎ 種子島清掃センターを見学し、本市のごみ処理・資源化を学びます。 

◎ 学校農園での農作物の栽培・収穫に協力します。 

事業者の取組 

◎ 地域の環境保全活動に積極的に参加します。 

＜計画の進行管理は PDCA サイクルで！＞ 

本計画の進行管理は、常により良い計画を目指すシステム（環境管理システム：PDCA サ

イクル）を構築することで、継続的な取り組みを推進していきます。 

 

 

 
 

 

 

ふるさとまなび～隊活動の様子 

（落花生収穫体験） 
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  Ⅱ 環境情報の交流及び広報・啓発の推進 
基本目標１ 環境情報の充実                  
社会経済活動のあらゆる場面において、環境に関する適切な情報の収集と発信ができ、

得られた情報の社会的共有化が図られるようＩＣＴ（情報通信技術）を活用したシステム

の構築・運用を行い、環境に関する情報交流を充実させていきます。 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

＜持続可能な開発のための教育（ESD）＞ 

「持続可能な開発のための教育：ＥＳＤ」（Education for Sustainable Development）は、持

続可能な未来や社会づくりのために行動できる人の育成を目的とした教育のことを言いま

す。環境、人権、健康福祉、多文化共生、まちづくり等の様々なテーマがあります。 

ＥＳＤを推進するために、全国の小学校の環境教育と連携した取組がなされ、例えば鹿児

島県でも「学校周辺の自然と生き物と私たちの生活のつながり」というテーマで実施されて

います。 

 

※図事例の実証モデル校：姶良市立山田小学校 

出典）環境省ＨＰ「ESD 環境プログラム」より（https://edu.env.go.jp/esd/program/） 
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西之表市の取組 

◎ 環境情報を充実させます。 

市民の取組 

◎ 各種講座やイベント等に参加します。 

◎ 環境に関する知識の習得に努めます。 

事業者の取組 

◎ 従業員各人の環境保全活動への参加を励行します。 

◎ 環境保全に関する研修、会議等、多様な場の活用による職場の環境保全意識の
向上に努めます。 

◎ 企業活動における環境情報の開示に努めます。 

◎ 環境保全を実施するための技術及び商品の開発を進めます。 

◎ 環境マネジメントシステム（ISO14001 等）の取得等、自主的な環境保全に向
けた取組に努めます。 

◎ 市及び国、県、各地方公共団体が実施する環境保全施策に積極的に協力します。 



 

 

 

 

基本方針 基本目標 項目 単位 現況値 
目標値 

2021 年度 

目標値 
2027 年度 

豊かな自然を 

未来に 

自然共生型社会 

の創造 

豊かな自然を 

まもる 
間伐面積 ha 

66.4 
(2016 年度) 

120 120 

生物多様性の 

保全 

希少動植物保護の啓発 回 
1 

(2017 年度) 
1 3 

特定外来種駆除の啓発 回 
2 

(2017 年度) 
2 3 

限りある資源を 

大切に 

循環型社会の推進 

３Ｒの更なる 

推進 

１人１日当たりのごみ
の排出量 

ｇ 
886 

(2017 年度) 
500 500 

リサイクル率 ％ 
22.5 

(2015 年度) 
27 27 

適正処理を 

進める 

不法投棄報告件数 件 
40 

(2016 年度) 
30 20 

最終処分場埋立量 ｔ 
547 

(2015 年度) 
540 540 

環境保全活動の
促進 

農業用廃プラスチック
類の収集量 

ｔ 
225 

(2016 年度) 
225 225 

環境保全型産業
の構築 

環境保全型農業の実施
面積 

ha 
717 

(2017 年度) 
717 717 

エコファーマー認定者
数 

人 
24 

(2017 年度) 
25 25 

地球環境をまもる 

低炭素社会の構築 

地球環境を 

まもる 

 

市役所（公共施設）CO₂
排出量 

t-CO₂ 
3,407 

(2015 年度) 
2,994 2,347 

環境負荷の少ない

エネルギーの利用 

街路灯・防犯灯の LED

導入割合 
％ 

14 
(2017 年度) 

20 30 

安全・安心で 

快適なまちづくり 

生活環境の保全 

水環境の保全 

汚水処理人口普及率 ％ 
48.4 

(2016 年度) 
58 70 

公共用水域の環境基準
達成率 

％ 
100 

(2017 年度) 
100 100 

大気環境の保全 

空気のきれいさへの満
足度 

％ 
79.1 

(2014 年度) 
85 90 

悪臭・野焼苦情件数 件 
25 

(2016 年度) 
20 15 

快適環境の創造 

市民一斉海岸清掃参加
者数 

人 
1,800 

(2016 年度) 
2,300 2,500 

西之表市は住みよいまち

と思っている人の割合 
％ 

76.2 
(2017 年度) 

78 80 

美しい景観の 

保存と創出 

町並みの美しさに満足
している人の割合 

％ 
27.9 

(2016 年度) 
35 50 

地域の景観に花と緑が感

じられている人の割合 
％ 

70.6 
(2017 年度) 

80 85 

歴史的・文化的遺
産の保全と活用 

郷土の文化財への愛
着・誇り 

％ 
62.1 

(2016 年度) 
72 82 

環境を学び考え 

行動する 

環境学習・教育 

の推進 

環境学習・教育体
制の整備 

各地域の子供会での清
掃活動回数 

回 
61 

(2016 年度) 
85 110 

環境情報の充実 

環境情報発信数（情報誌、

広報誌掲載・発行回数） 
回 

6 
(2016 年度) 

8 12 

広報紙やホームページ
を月に数回読んだり見
たりしている人の割合 

％ 
63.6 

(2017 年度) 
90 100 
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